
神奈川県内科医学会 第5回心臓血管病対策委員会 

 

日時：平成31年4月11日（木）21:00〜 

場所：ホテルプラム 

参加：羽鳥(裕)、國島、陳、濱田、岡部、高橋、堺 

 

１ 報告事項（県内科医学会幹事会） 

  １）宮川会長が今期限りで交代されることが報告された。 

  ２）5/18(土) 場所：神奈川県医療会館  

         時間：16:00〜神奈川県内科医学会 評議員および総会 

    学術講演会①インターネット・マスコミの情報に惑わされる患者さんへの対応 

         ②渋滞学 東大先端科学技術研究センター数理創発システム分野 

              西成活裕（カツヒロ）教授 

  ３）第43回臨床医学研究講座 

    9/21(土)小田急センチュリーホテル相模大野 北里大学と第5地区 

  ４）2020年新春学術講演会 2020/1/16予定、認知症対策委員会と在宅医療担当 

  ５）第82回集談会 2020年3月7日(土) 場所：川崎市医師会館 時間：未定 

 

２ 事業計画案 

  １）ASSAF-K：堺（川崎） 

  ＞日本心臓病学会学術集会、ESCに演題応募。（前日医大武蔵小杉病院 佐藤教授） 

  ＞＞参加施設へのデータ開示の時期と方法について：登録症例数順で行った。 

  ２）紹介すべきAｆについて：三谷（横浜） 

  ３）紹介すべきASOについて：國島（川崎） 

    執筆者に原稿依頼した。参加希望なき施設の対応について、今後印刷開始前に 

    神奈川PTA研究会に確認を予定。 

  ４）『脂質異常症治療の今を学ぶ（仮）』企画 

   【日時】2019年9月10日 19:２0-21:10 

    【会場】ホテル横浜キャメロットジャパン（協賛メーカー：興和創薬） 

   【共催】神奈川県内科医学会、心臓血管病対策委員会、興和創薬株式会社、 

       動脈硬化学会 

      19:20【製品紹介】 

      19:30【開会の辞】 神奈川県内科医学会 会長 宮川 政昭  

      19:35【教育講演】 

      １）テーマ：脂質異常症治療ガイド2018年版 

        座長：心臓血管病対策委員会 陳 勁一 

        演者：帝京大学医学部附属溝口病院 第四内科主任教授  原 眞純 先生 

       20:15【特別講演】 

      ２）テーマ：脂質異常症を克服する～SPPARMαへの期待から～ （仮） 

        座長：心臓血管病対策委員会 道下一朗  

        演者： 岡山大学医学部 循環器内科学 教授 伊藤 浩 先生 

      20:55【閉会挨拶】   心臓血管病対策委員会 堺 浩之 

     ＞興和創薬に確認、スライド事前確認はしないことが確定。 

  

   ５）第 10回 心臓血管病対策学術講演会(リウマチ・膠原病対策委員会と共催) 

    【日時】2019年11月27日 19:30-21:00 



    【会場】横浜崎陽軒本店    （協賛メーカー：アクテリオン株式会社） 

   【特別講演１】 演題名｢ 未定 ｣  

       座長：心臓血管病対策委員会   高橋 基 

       演者：自治医科大学附属さいたま医療センター循環器内科 准教授 

                               和田 浩先生 

   【特別講演２】    演題名｢ 未定 ｣  

         座長：リウマチ・膠原病対策委員会 山田秀裕 

              演者：日本医科大学大学院医学研究科アレルギー膠原病内科学 

                         大学院教授 桑名正隆先生 

   

   ６）慢性心不全について：國島（川崎） 

   ＞＞聖マリアンナ医科大学薬理学 木田講師より臨床治験進捗状況について。 

SGLT2阻害薬を用いた臨床研究。慢性心不全を合併。観察研究。薬剤選択は自由、

NT-proBNP 400以上を指標 ＋ 下腿浮腫。うっ血所見がある患者が改善するか観

察する。3か月程度。尿中アルブミン、腎機能やヘマトクリットを含めて脱落例

が少ないようしたい。変化率か変化量かを検討してゆく。 

     ＞＞結果を学会発表、論文化を予定。 

     ＞＞Umin登録。最初の倫理委員会は、聖マリアンナ医科大学を予定。 

     ＞＞申請に当たり、参加施設数の確認があり、e-ラーニング受講施設確認へ。 

 

   ７）臨床治験参加にあたり：國島（川崎） 

    ⇒今後参加施設はe-ラーニングの受講が必要となるので注意。 

     （１）ICR web：2017年４月以降有料となった。 

    ①利用者個人でのお支払い： 修了証発行ボタンを押すとクレジットカード支払い。 

    ②施設単位でのご契約：施設で年間契約すれば、施設内の個人ユーザーの支払い 

     不要。1施設100人までは年間10万円で基本コースの修了証を発行、施設に 

     より利用者の履修管理が可能（100人以上の場合は20万円）。 

   （２）日本医師会 治験促進センター 臨床試験のためのeTrainingCenter無料。 

     ＞＞施設管理出来ないので、誰が受講済か集計が別途必要となります。 

   （３）公正研究推進協会 

     科研費申請に必要なAPRIN e-ラーニング（旧CITI）があり、大学関連では 

     必須なので、有資格者が多いと思います。 

     しかし、神奈川県内科医学会が非営利法人ではなく（神奈川県医師会が主体と 

     なって頂ければ可能ですが）、100人以上の場合は10万円（その後人数に従い 

     高くなります。500人までは20万円です）。 

     但し、3月22日までに2019年度申請することがあり要確認です。 

 

     ＞糖尿病対策委員会の演題が、学会より指摘を受け演題取下げとなった。 

     ＞＞新たな治験を始めるに当たり、早急に現状把握も必要。 

 

   ８）来年度以降の特別講演について 

虚血性心疾患（外科：日本医科大学心臓血管外科名誉教授 落雅美先生？） 

失神（聖マリアンナ医科大学東横病院 高木泰先生？） 

  （or Pacemaker、ICD等） 

弁膜症（TAVI：聖医大 明石先生に令和2年度として依頼へ） 

動脈瘤 



     

 ３ 日本医師会常任理事（羽鳥先生） 

 脳卒中心臓病基本法 

1年以内詳細設計。 

6疾患（脳卒中、AMI、大動脈瘤、心不全など） 

基本は病院対象。国立循環器病センターが取りまとめ 

癌の登録を参考に登録 

⇒GW前後で詳細が出てくる予定。 

 

ほかに都道府県単位で拠点病院が出来る可能性もある。2次医療圏？ 

 

 ４ CVDCC MLへ加入よびかけ 

 ５ 次回予定日 【日時】201９年９月予定（可能日を） 【会場】神奈川県医師会館 


